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１．概要
　2015 年度は、権田呼吸器内科部長をはじめ、副部長３名（竹山、菅沼、真下）、医員３名（高橋、安井、
三竹）の、専任スタッフ７名で診療を行った。
　患者中心の医療を心掛け、外来・病棟看護師、薬剤師、リハビリテーション技師と協力して診療に当
たっている。また、呼吸器外科医師、放射線科医師とも連携を密にし、治療方針決定のために定期的に
合同でカンファレンスを行っている。
　日本呼吸器学会、日本呼吸器内視鏡学会、日本アレルギー学会の教育認定施設として、研修医や専攻
医の教育にあたるばかりでなく、スタッフ一同もより良い医療ができるよう日々研鑽を積んでいる。ま
た、東三河地区の地域がん診療連携拠点病院の役割を担い、名古屋大学呼吸器内科の関連病院として臨
床研究にも努めている。

（第一副部長　竹山　佳宏）

２．ICD－10による疾患別頻度

呼吸器内科・アレルギー内科

J40-J47  1,121件（23.4％）

J10-J18  1,110件（23.2％）

J20-J22  372件（7.8％）R00-R09  329件（6.9％）

C30-C39  323件（6.7％）

J80-J84  312件（6.5％）

J90-J94  224件（4.7％）

A30-A49  182件（3.8％）

J95-J99  169件（3.5％）

J60-J70  162件（3.4％） その他 482件（10.1％）

新規登録特有疾患件数：4,786件
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慢性下気道疾患

インフルエンザ及び肺炎

その他の急性下気道感染症

循環器系及び呼吸器系に関する症状及び徴候

呼吸器及び胸腔内臓器の悪性新生物

主として間質を障害するその他の呼吸器疾患

胸膜のその他の疾患

その他の細菌性疾患

呼吸器系のその他の疾患

外的因子による肺疾患
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疾　患　名 件　数（件） 疾　患　名 件　数（件）
１ 肺炎 １, ２２４ ４ 間質性肺炎 ２７５
２ 気管支喘息 ４５８ ５ 慢性閉塞性肺疾患 １６８
３ 肺癌 ３２２ 計 ２, ４４７

３．活動報告
　⑴　疾患別頻度

　⑵　肺炎別頻度

　⑶　科指定５疾患

肺炎・気管支炎 1,594件（33.3％）

気管支及び肺の悪性新生物
369件（7.7％）

胸水 113件（2.4％）

慢性閉塞性肺疾患 366件（7.6％）

喘息 420件（8.8％）

間質性肺疾患 302件（6.3％）

その他の気管支炎 290件（6.1％）

気道からの出血 163件（3.4％）

呼吸不全 148件（3.1％）

その他の非結核性抗酸菌による
感染症 105件（2.2％）

その他 916件（19.1％）

誤嚥性肺炎 137件（11.2％）

肺炎球菌肺炎 65件（5.3％）

ニューモシスチス肺炎 41件（3.3％）

インフルエンザ 21件（1.7％） その他 26件（2.1％）

病原体不詳の肺炎 934件（76.3％）

総件数：4,786件

総件数：1,224件
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